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(54)【発明の名称】橋脚の耐震補強工法
［続きあり］

(57)【要約】

【課題】躯体に貫通孔を開けたりフーチングの補強をす

ることなく、主鉄筋の座屈を防止したり、躯体基部のせ

ん断ずれを防止することが可能で、また、段落とし補強

を向上せしめることが可能な橋脚の耐震補強工法を提供

する。

【解決手段】橋脚１の躯体１ａ周囲を鋼板２により巻き

立てて耐震補強する工法において、上記躯体１ａの基部

における上記鋼板２の外側の橋軸直角方向にＨ型鋼３を

沿設すると共に、該Ｈ形鋼３をアンカー鉄筋４によりフ

ーチング１ｃに定着し、さらに、上記鋼板２とＨ型鋼３

を縁切りする。

【産業上の利用分野】

【０００１】

【発明が属する技術分野】本発明は、橋脚の耐震補強工

法に関するものである。

【特許請求の範囲】

【請求項１】  橋脚の躯体周囲を鋼板により巻き立てて

耐震補強する工法において、上記躯体の基部における上

記鋼板の外側の橋軸直角方向に型鋼を沿設すると共に、

該形鋼をアンカー鉄筋によりフーチングに定着し、さら

に、上記鋼板と型鋼を縁切りすることを特徴とする橋脚

の耐震補強工法。

【請求項２】  上記型鋼がＨ型鋼であることを特徴とす

る請求項１に記載の橋脚の耐震補強工法。

【請求項３】  上記縁切り部に発泡スチロール等の縁切

り材を介挿することを特徴とする請求項１または２に記

載の橋脚の耐震補強工法。

【請求項４】  橋脚の躯体周囲を鋼板により巻き立てて

耐震補強する工法において、上記鋼板の内側にズレ止め

手段を設けたことを特徴とする橋脚の耐震補強工法。

【請求項５】  上記鋼板の内側にズレ止め手段を設けた

ことを特徴とする請求項１、２または３に記載の橋脚の

耐震補強工法。


